
 スクールソーシャルワーカーを有効に活用するために 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSW がかかわることで少しずつ状況が変わります。これまでも先生方と一緒にかかわったことで生徒自身や
生徒を取りまく環境がよりよく変化した事例が数多くあります。指導主事と相談しながら進めています。 

例えば精神疾患の疑いのあるケース： 
「不安な気持ちになり教室にいられない」と言い欠席が増えている生徒の学校内の対応について助言を
いただくために、保護者、学校、SSW で受診に同行。主治医から、どのような状況になったら救急搬送
が必要なのかなど、具体的にアドバイスをもらうことで、安心して生徒の学校生活を見守ることができ
た。 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は 

子どもたちの笑顔のために 

○ 困っていることの解決に向けてお手伝いします 

○「人と人をつなぐ」「人と機関をつなぐ」お手伝いをします 

○ 福祉の支援制度などを使い、現状を「よりよく変化させる」 

お手伝いをします  

新潟県教育庁 生徒指導課 

※保護者の方へ  SSW の活用を希望される方は、お子さんの通われている学校へお問い合わせください。 


